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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成29年5月18日(2017.5.18)

【公開番号】特開2017-28808(P2017-28808A)
【公開日】平成29年2月2日(2017.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-005
【出願番号】特願2015-143436(P2015-143436)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ  41/06     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  33/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ   1/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   41/06     　　　　
   Ｈ０２Ｋ   33/00     　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｈ    1/32     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月28日(2017.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　内接式遊星歯車機構を組み込まれた可変ギャップ式モータとして、多相交流の各相の電
流を通電されるコイルを巻装された固定子突極（磁極）を周方向に所定の間隔をおいて有
し、回転磁界を発生する円環状の界磁用固定子と、前記界磁用固定子の径方向内方に配置
され、外周面と前記固定子突極の内周面との間に磁束が通過する磁気ギャップ（エアギャ
ップ）を画定し、内周面に内歯を形成された円環状の可動子と、前記可動子の径方向内方
に配置され、外周面に前記内歯より少ない歯数を有して前記内歯に噛合する外歯を形成さ
れた外歯歯車とを具備し、前記可動子が前記回転磁界によって前記界磁用固定子に対して
偏心揺動することにより前記外歯歯車が減速回転するものが知られている（例えば、特許
文献１参照）。
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